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第10回小テストの解説

• セマフォ：下記ルーチンのみでアクセス可の整数
変数

– DOWN(S) ：

• セマフォSの値をdecrement（‐1）する

• 結果が非負ならば、次の処理へ進む

• 結果が負ならば、プロセスは待ち列へ

– UP(S) ：

• セマフォSの値をincrement(+1)する

• 結果が正ならば次の処理へ進む

• 結果が非正ならば、プロセスを待ち列から選択し、
レディへ

セマフォを用いた排他制御

セマフォを用いた排他制御

危険区域

UP(S)

DOWN(S) カーネル
呼び出し

カーネル
呼び出し

１

0

１

S：カーネルだけが変更可能

S＝危険区域の鍵
DOWN(S)：鍵をもらう

無いなら待つ
UP(S)：鍵を返す

鍵の出し入れは管理者のみ可能
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sleep呼出し
プロセスを「実行状
態」から「待ち状態」

に変更

wakeup呼出し
プロセスを「待ち状
態」から「レディ状態」

に変更


